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ガバナー　田中 正規

ガバナーメッセージ

◀シドニー・オペラハウス

　ロータリーは５大奉仕となりましたが、第２部門に会員の基盤であり条件となる職業奉仕があります。私
たちにとって職業分類は重要であり、ロータリーにおける自分の看板のようなものです。（しかしながら、
本年４月にシカゴで開催された規定審議会で、「子供の世話または配偶者の仕事の手伝いのために仕事を中
断した人、または同じ理由で仕事をしたことの無い人を正会員として認める」ことになりました。）職業奉
仕を取り去れば、ロータリーは単なる地域の奉仕団体、人道支援団体となってしまいます。職業奉仕から倫
理を取り去れば、完全にその意義が失われてしまいます。
　奉仕する者は、行動しなければなりません。職業奉仕は実利的なものであり、精神的や倫理的運動ではあ
りません。つまるところ、職業奉仕の実践の結果、事業が発展し、そして、その企業の職業倫理が高揚する
ことです。
　２０１３－１４年度ＲＩテーマは Engage Rotary  Change Lives です。このテーマはアーサー・フレデリッ
ク・シェルドンの第２標語　He　Profits　Most　Who　Serves　Best　と同じ意味であることを、広島で行
われた世界平和フォーラムに来日したロンバートンＲＩ会長から直接聞いた同期のガバナーから教えてもら
いました。まさに職業奉仕を実践できる年度です。
　要するに、ロータリアンとしては、まじめに一生懸命仕事をして、他人の仕事の価値も認め、同時に自分
の職業上の腕を社会に役立てることです。その際の手法は、奉仕の理念を目標に、第１標語、第２標語を胸
に秘め、四つのテストを秤として、八つの行動規範にもとづいて行うことです。
　何度も言いますが、ロータリーは、このように職業奉仕という奉仕活動を強調しています。これが他の奉
仕団体と異なることだと言われています。 
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職業奉仕月間・米山月間

　10 月は職業奉仕月間です。職業奉仕委員長の皆様には、８月の地区内職業奉
仕委員長会議に多数ご出席いただき有難うございました。その場でもお話ししま
した通り、職業奉仕は職業と言う利己と、奉仕と言う利他というベクトルの向き
が違う言葉で出来ているので、理解が難しいと言われています。しかし職業奉仕

を提唱したシェルドンが示したように、奉仕とは広い概念でサーヴィスと捉えることが、職業奉仕の理念の
入り口だと思います。相手への思いやりの心を持って、顧客の満足度を高めるサーヴィスに心がけることが、
企業の発展に繋がるわけです。そしてそのサーヴィスの実践の中で倫理観を高めて行くことだと言われてい
ます。それは、『最もよく奉仕するもの最も多く報われる』というシェルドンの言葉の意味通り、それぞれ
の職業を通じて良質な奉仕をすることで、会員自身や会員企業が報われるというシンプルなもので、その中
に倫理観を高める運動を持ちこみ、同業者と共に社会に貢献して行こうと言うものです。
　職業奉仕の第１歩は例会に出席し、職業について語り合い、発想の交換を行い、４つのテストで倫理観を
高めることから始まります。月間では例会の場で職業奉仕について語り合い理解を深めて頂きたと思います。
地区職業奉仕委員会では、職業奉仕月間に皆様の例会が有意義に開催できますよう、可能な限りお手伝いを
させていただきます。今後とも地区職業奉仕委員会の活動に、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　日頃は米山奨学事業に対しまして、大変暖かいご理解とご協力、ご支援を賜り
厚く御礼申し上げます。現在までに 121 ケ国と地域から、17,545 人の米山奨学
生を全国でお世話いただき御礼申し上げます。
　米山記念奨学会とは、1952 年、日本で最初のロータリークラブを創立した米
山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラブが米山奨学制度を設立し、翌
年、米山基金として募集を開始、1957 年 9 月に日本国内全クラブの合同事業と
してロータリー米山記念奨学委員会が結成され全国組織となりました。その後、
月にタバコ一箱を節約してを合言葉に寄付金を募る運動がスタートしたと言うこ
とであります。

　優秀な外国人留学生を支援し、世界平和の創造と維持に貢献し、将来世界を日本を結ぶ懸け橋として、経
済的支援だけではなく、精神面でも支えながら、心のケアに配慮されているのが、世話クラブ、カウンセラー
制度の特徴であります。私が望むことは、カウンセラーは特別な存在でありますが、カウンセラー同様クラ
ブメンバー全員が日本の父であり母であって欲しいと思います。
　この米山奨学事業は、日本のロータリーアンとして大いに胸を張って誇れる国際親善と世界平和の事業
であると思います。事業創立から 60 年の歳月がながれましたが、民間外交として世界に平和の種子を蒔く
という米山奨学事業の使命は一貫して変わっていません。残念な事に近年ロータリアンが 10 万人から 8 万
8 千人にまで減少、これに伴ない皆様からの愛の浄財も減少しています。昨年までは年間約 800 人の奨学生
を全国で支援して参りましたが、今年度からは約 700 人に減りました、とても残念なことだと思います。
　そこで皆様にお願いする事は、この米山事業を継続するに当たり、一人平均２万円が必要となります。ロー
タリアンの皆様のご協力をお願い致します。
　最後にロータリー米山記念奨学事業は皆様のご寄付によって支えられています。日本の文化、日本人の心
を世界各国からの留学生に伝え、世界平和と発展に貢献するこの米山記念奨学事業に、ぜひロータリアンの
皆様のお力を、ご支援をお願いいたします。

職業奉仕月間によせて

米山月間によせて

地区職業奉仕委員会 委員長　村井 總一郎

地区米山奨学委員会 委員長　伊藤 敦夫
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ガバナー活動報告

地区職業奉仕委員会 副委員長　早川 和男
　8 月 23 日（金）12 時 45 分から名鉄ニューグランドホテルにて地区内職業奉仕委員長会議を田中正規ガ
バナー、梅村憲一ガバナー補佐、榊原勝俊地区幹事、岩瀬正範地区副幹事出席のもと地区内 72 クラブの職
業奉仕委員長の参加を頂き開催致しました。
　田中ガバナー、梅村ガバナー補佐、村井總一郎地区職業奉仕委員長の挨拶の後、村井委員長から「ロータリー
の職業奉仕について」という基調講演があり、職業奉仕はロータリーにとって樹の幹になっている重要な部
門であるということ、またシェルドンの提唱した職業奉仕の理念の解説、職業奉仕における倫理の基礎とし
ての 4 つのテストの解説が行われました。次に、早川副委員長から講演があり、その後グループディスカッ
ションについての説明をしました。
　会議の後半は参加者がグループに分かれ、その中からリーダーを選び、各クラブ委員長の自己紹介や本年
度の職業奉仕月間で行うプログラムについてグループディスカッションを行い、その後各グループの代表者
からの報告が述べられ、短い時間ではありましたが大変有意義な会議になりました。
　その後榊原地区幹事による講評をいただき、最後に岩瀬副幹事による閉会挨拶により 16 時に終了しまし
た。
　資料としての本 2 冊を、各委員長に配布しましたので、ぜひとも職業奉仕月間に活用していただき、意義
ある職業奉仕月間にしていただきたいと思います。

地区内職業奉仕委員長会議



4

国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信 2013年 10月

地区研修委員会 委員長　関口 宗男

◎日　時　　2013 年 8 月 29 日　　　14 時～ 17 時
◎場　所　　名鉄グランドホテル　　11 階　柏の間
　　
　田中正規ガバナー出席のもとクラブ研修・情報委員長会議を “ 入りて学び、出でて奉仕せよ ” の
テーマのもと開催いたしました。今回は近藤雄亮カバナーエレクト・松前憲典パストガバナー・榊
原勝俊地区幹事そして、委員長として加藤陽一ガバナーノミニーの参加をいただきました。

１．�講演は講師のＲＩ 2770 地区パルトガバナー・ＲＬＩ日本支部委員の中村靖治様に講演タイト
ル「ロータリーを理解しよう」サブタイトル “ クラブ研修の必要性 ” を講演いただきました。
　

２．��出席者に１０グループに分かれてデスカッションテーマ「一般会員に対する研修会」をＲＬＩ
方式のワークショップを実践体験してもらいました。

《研修委員会の設置》
　研修委員会を設置されたクラブが増えてきました。情報委員会を変更されたりして、各クラブに
研修委員会を設置してください。

《フォーラムの開催》
　今回の研修会は各クラブでロータリーをテーマに小グループに分かれて、フォーラムを開催して
いただくためのリーダー体験でした。昨年の研修会そして、ＲＬＩ受講者と各クラブにリーダーが
増えてきました。入会 3 年未満・5 年未満等研修会の開催をしてください。地区研修委員会もお手
伝いいたします。

《各クラブの研修状況》　
　12-13 年度各クラブ内研修状況のアンケート結果をお知らせします。

2013 年度地区内クラブ研修・情報委員長会議

地区研修・情報委員長会議報告 ❶
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地区研修・情報委員長会議報告 ❷
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　ガバナーを始め特別出席者の皆様、７９RC の会長・幹事・青少年奉仕委員長の皆様、青少年奉仕関連地
区委員会委員の皆様、そして IAC・RAC・RYLA 学友会・青少年交換のロータリーファミリーの皆様には、
ご家族を含め３００名弱のご参加を頂き誠にありがとうございました。
　青少年奉仕の４つの RI 常設プログラムが、この地区でどのように実践されているのか？直接関わりの少
ない皆様方にもご理解頂き、今後の青少年奉仕に関わる活動の参考にして頂ければと考え、地区内広報活動
の一環として開催致しました。田中ガバナーのご挨拶の後、青少年奉仕の４委員会の活動報告を、主にロー
タリーファミリーからさせて頂きました。
１．�インターアクトクラブ「第２４回年次大会」ホスト校・阿久比高校・磯部会長より報告　相互の活動内

容の理解と啓発を狙い、１５ＩＡＣの活動を発表　　昼食を兼ね４３グループで交流会
　　�「第２６回海外派遣研修」光ヶ丘女子高校・谷口先生、豊田高専・河合代表、千種高校・寺社下副代表

より事前研修会、壮行会と研修地パースでのホストファミリー ･RC・IAC との交流内容を報告（ＤＶ
Ｄ上映）　国際理解促進とオーストラリアとの国際親善に寄与

２．�ローターアクトクラブ　河合地区ＲＡ代表より前年度地区活動「地区事業・エアポートウオークでの献
血活動」「海外研修・台湾での現地アクターとのＨＩＶ予防キャンペーン」鏡味前地区ＲＡ代表より「イ
ンドポリオワクチン投与・ＮＩＤ活動」豊橋ＲＡＣ笠間さん「広島・世界平和フォーラム」参加報告

３．�RYLA　前年度 RYLA セミナー冨田実行委員長・田原 RC より報告（ＤＶＤ上映）
　　第２２回ホスト常滑 RC 村田会長挨拶・常滑市 PR、伊那実行委員長より受講生募集のお願い
４．�青少年交換　派遣帰国生（吉田・鈴木・野口・狩野・岡村・河田・遠山）女性７名より派遣先国でのホー

ムステイ、学校、RC、地域との関わりをパワーポイントで報告、一人ひとりの成長度合いが会場全体
に伝わり　好評！　岡田委員長より「ホストファミリーバンク登録」のお願い

以上の４委員会の事業成果と努力を繋ぐいろいろな試みが考えられると思います。例えば RAC は IAC を継
続するものと考え、地区内 RAC と IAC が共同で親睦・奉仕事業を企画し、交流の機会を継続的に設け、互
いがよく理解し合えば、IAC 卒業生を RAC の新入会員として受け入れることも、もっと可能性が広がるの
ではないでしょうか。最終的には、彼らが将来、ロータリーの良き理解者となり、願わくば優秀なロータリ
アンとなってくれることを望むものであります。
　青少年に対し熱い思いのある皆様方と貴重な時間と空間を共有できたことを幸いに思います。ご参加頂い
た皆様方に感謝申上げます。尚、アンケート結果は必ず次回に反映させて頂きます。

地区青少年奉仕委員会 委員長　秋田 敬治
2013-2014年度　地区青少年サミット（地区内クラブ青少年奉仕委員長・拡大会議）報告

ガバナー活動報告

田中ガバナー挨拶 IAC谷口顧問＋
海外派遣研修団正副代表

河合地区RA代表報告 地区青少年交換岡田委員長
＋帰国留学生 7名
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　2013 年 8 月 24 日（土）、25 日（日）の 2 日間に渡り、犬山国際ユー
スホステルにおいて、本年度第 1 回オリエンテーションを、地区青少
年交換委員会主催にて、開催いたしました。出席者は、田中ガバナー、
近藤ガバナーエレクトをはじめ、地区 RC 役員 5 名、地区委員会 9 名
オブザーバー参加ロータリアン 2 名、本年度 8 月に来日したばかり
の外国人留学生 8 名、8 月 3 日（土）に実施した選考試験に合格した
8 名の派遣候補生、1 年間の海外留学を無事終了し、帰国してきた 7
名の帰国生、それとオリエンテーションのお手伝い役として参加した
青少年交換学友のメンバー 6 名の総勢 45 名の YE ファミリーを迎え
て、にぎやかで若々しい青少年を対象とした 2 日間の中身濃いオリエ
ンテーションを実施いたしました。
　オリエンテーション開会式では、外国人留学生に向けて、田中ガバ
ナーから、流暢な英語のスピーチをやさしく厳しく 1 年間この地区で
留学生活を送る心構えも含めて披露されていた話と来年は本年度の田
中ガバナーに負けないくらいの英語のスピーチを披露すると、ユーモ
アまじえたスピーチで、会場が笑顔に包まれました。
　その後、本日初顔合わせの学生たち全員が緊張感いっぱいの面もち
で自己紹介をし、オリエンテーションがスタートしました。
　オリエンテーションでは、3 つのグループに分かれ、次年度の派遣

候補生グループ 8 名ロータリークラブの説明から始まり、留学のために必要であるロータリーの世界共通書
類作成の手順の指導を行いました。
　また、世界 5 ヶ国（アメリカ、カナダ、スイス、フィンランド、フランス）から、来日したばかりの外国
人留学生グループ 8 名には、当地区にて 1 年間留学生活を送るにあたっての守らなければならないルール
の指導等に力を入れて説明をしました。
　最後に 1 年間留学をし、帰国してきた帰国生には 9 月 1 日（日）開催される新世代サミットでの帰国報
告会を実施するにあたってのスピーチ内容の検討確認を行ないました。

　夕食時には、それぞれ打ち解け合った学生とのウェルカムパーティー、屋外
での花火の打ち上げなど、お楽しみイベントもあり、厳しいなかにも和気あい
あいのなか 2 日間のオリエンテーションのスケジュールを終了しました。
　青少年交換委員会では、これから1年間に渡り、10回ほどのオリエンテーショ
ンを企画しており派遣候補生には、当地区を代表して留学する学生としての心
構えまでの指導を予定しています。
　日本での留学生活が始まった外国人留学生達は本年度ホストして頂くクラブ
の事業は勿論、地区主催の事業にも参加してまいります。
　彼らを見られたら声をかけてあげて下さい。当地区のロータリーファミリー
の一員です。暖かく 1 年間彼らを見守っていただきますよう、お願い申し上げ
オリエンテーション開催の報告とさせて頂きます。

地区青少年交換委員会2013-2014年度　第1回オリエンテーションを開催

委員会報告
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　RI 戦略計画に示されている優先項目の第 1 ＝ “ ロータリーのイメージとブランド認知 ” に沿った事業が、
来月 2 ～ 4 日に当 2760 地区で開催されます。名古屋和合 RC．が主催幹事クラブの「ワールド・フード＋
ふれ愛フェスタ」です。この事業は、今年度より “ 公共イメージ補助金 (PI 補助金 )” と名称変更された RI
の補助金事業です。この事業は、ロータリーの使命を多くの人々に伝え、ロータリーの公共イメージを高め
ることがその目的です。各国各地区から寄せられた多くの申請の中から特に選ばれた意義ある事業です。地
区の会員あげてこの成功を支えましょう。
　奉仕活動のあり方が I serve から We serve への流れとなってきているように、北米では奉仕資金を集める
バザーやパーティ、イベント等は一般的となり、その結果、多くの市民がロータリーの活動に触れるように
なりました。こうした認知度の向上はそのまま会員増強にも役立っています。日本ではロータリーのブラン
ドイメージは高いものがありますが、むしろその高さゆえにロータリーの組織や活動に対する認知度や理解
度は低く、一般市民との距離は離れたままです。その 1 つの指標が会員数の減少です。ここ 15 年ほど漸減
が続き、今や 9 万人を割るまでに減少しています。前年度こそ田中 RI 会長の呼びかけで減少幅を抑えるこ
とが出来ましたが、この先大きく回復することは期待できません。そこから見えてくることは、今回の RI
からの PI 補助金の満額回答は、日本における会員数の回復への RI の期待が込められているような気がしま
す。広く一般市民を巻き込んだチャリティーイベントを通してロータリーを PR することは将来の会員増強
に役立つと考えます。これは欧米で実証されてきたことですから。ロン・バートン RI 会長の今年度のテー
マ “Engage Rotary, Change Lives” に沿えば、ロータリーを実践することがロータリーブランドの認知・向
上に繋がることでしょう。

ロータリーのイメージとブランド認知のために

地区総務委員会　八神 基

委員会報告
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◎日　時　　平成 25 年 9 月２日（月）　15：00 〜 16：00
◎場　所　　豊島ビルガバナー事務所会議室
◎出席者　　田中ガバナー、加藤ガバナーノミニー、桺澤直前地区幹事
　　　　　　パストガバナー補佐（杉浦、服部、小原、大橋、松井、本間）
　　　　　　委員会スタッフ（本多、浜、岡本、笹野、池戸、各務、松田）

柳�澤直前地区幹事挨拶　　1 年間の委員会活動を振り返り、委員会の各位の協力、各 RC の支援によって充
実した活動になったことについて、感謝を述べられました。本事業は奨学生が卒業するまでの３年間にわ
たり続くため、委員会の皆様に引き続き協力をお願いされました。
田�中ガバナー挨拶　　本事業は 2520 地区、2760 地区の 2 つの地区の協力により行われ、東日本大震災で被

災した高校生の勉学する環境を、両地区の RC メンバーがサポートする事業で大変意義のある事業です。
当委員会が事務局としてしっかりとした事業になるよう努力することを願っていますと述べられました。
事�業報告　　本多委員長より 2012-13 年の委員会事業（設立、募金活動、奨学生の選考（二戸 RC）、2 地区

の合同会議、被災地 RC 訪問）について資料にもとづき説明されました。また松田会計担当委員より、委
員会経費、寄付金の会計について説明されました。

　2013 − 14 年事業計画について本多委員長より心の交流事業、奨学金の配布（３回目）について説明され
ました。委員との意見交換の中で、手紙の回答が少ないことについて、増やす方法についてアイデアの意見
交換をしました。二戸 RC をはじめとしたサポート RC とも意見交換をして手紙の数を増やすことに方法を
考えることになりました。また RC 間の交流については 2520 地区の地区大会に参加し合同会議と RC 訪問
をすることを試案として話されました。奨学生との交流は二戸 RC との意見交換中で、どのような形で可能
となるかを検討することも話されました。
　次回は 11 月末頃に開催することになりました。

第１回被災高校生委員会報告

第１回被災高校生委員会報告 ❶

被災高校生委員会 委員長　本多 満
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被災高校生からの手紙

ロータリーの友 9月号掲載記事

第１回被災高校生委員会報告 ❷
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第１回被災高校生委員会報告 ❸
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第１回被災高校生委員会報告 ❹
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国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信 2013年 10月

ガバナー公式訪問 ❶

開 催 日 	 2013年8月19日（月）	 報 告 者 	 豊田西RC	会長　佐藤 仁功
参加クラブ 	 豊田西 RC（ホスト）・豊田三好 RC		  幹事　古井 弘二

　豊田西ロータリークラブのホスト
にて、名鉄トヨタホテルに田中正規
ガバナーをお迎えして、豊田三好
ロータリークラブとの合同例会を開催いたしました。
　例会前の会長幹事懇談会では、豊田西ロータリークラブ・豊田三
好ロータリークラブそれぞれの年度方針や、年度計画の内容につい
てお聞きいただきました。また田中ガバナーの年度方針や地区改革
の問題など色々お話しいただきました。
　それぞれのクラブが進めている年度計画の早期達成についてご指
導いただきました、この件に尽きましては各クラブにて早々に検討
し対応させていただきます。
　なお今年度の国際大会が来年６月１日よりオーストラリア・シド
ニーで執り行われますが、それへの参加要請をいただきましたので、
会員に度々呼びかけ参加者が増えるように努力いたします。

開 催 日 	 2013年8月20日（火）	 報 告 者 	 岡崎南RC幹事　志賀 為宏
参加クラブ 	 岡崎南RC（ホスト）・岡崎城南RC

　田中正規ガバナー、榊原勝俊地区幹事を
お迎えし、合同ガバナー公式訪問例会を開
催しました。例会に先立ち、11 時 30 分よ
り会長幹事懇談会が開催され、各クラブの
現状報告と意見交換を行い、ガバナーから
アドバイスを戴きました。
　例会では、田中ガバナーは、ロータリーは各クラブが主体で、地区はそのサポートをする為のもの
であり、ガバナーはその地区のＲＩの役員であり、各クラブの助言者であり、ＲＩの伝道者でもあり
ます。また、ロータリーは世界に類の無い素晴らしい団体であり、地域や世界の発展の為に力を尽く
せるのはロータリーしかないと述べられました。
　ロータリーは単なる奉仕団体や人道団体に留まるものではありません。多様な職業の会員基盤のお
かげで他団体には見ることの出来ない課題や機会を捉え、職業スキルを生かして奉仕します。ロータ
リアンのブランドを体現し、まず自分がなぜロータリアンになったか、ロータリアンであることは自
分にとってどのような意味があるのか今一度考えて下さい。皆さんと一年間、2760 地区のキャッチ
フレーズである「磨いて輝こう」を意識し、ロータリーテーマを実践し有意義で達成感のある年度に
しましょうと結ばれました。
　充実した素晴らしい公式訪問に衷心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

この写真は当日の例会風景です。
田中ガバナーが今年１月に参加された
国際協議会の内容について、卓話をい
ただいているところです。ポリオ事業の
維持の重要性 * ロータリーの公共イメー
ジの向上に努めることの重要性 * ６つの
重点分野の事業を推進するグローバル
補助金の活用促進等に関する事。そして
今年度のガバナー方針《磨いて 輝こう》
の実践についてお話を頂きました。
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ガバナー公式訪問 ❷

開 催 日 	 2013年8月22日（木）	 報 告 者 	 東知多RC
参加クラブ 	 東知多 RC（ホスト）・東海 RC・大府 RC

　平成25年8月22日　田中正規ガバナー、
地区幹事　榊原勝俊君をお迎えし、東海
RC、大府 RC と当東知多 RC の合同でガ
バナー訪問を行いました。
　田中ガバナーの卓話では、ロータリーク
ラブの歴史をスライドショーを使用しとて
もわかりやすく解説を頂きました。ポールハリスがロータリークラブを作った理由、４つのテスト
の意味、夫人との出会い、家族の絆、RC メンバーの絆、女性会員の誕生の歴史など、ロータリー
の真髄と言える部分をご教示いただき、ご自身の使命は RC 活性化することであるとのメッセージ
を力強くお伝えいただきました。ロータリークラブは、日本の全国大会がありません。国際大会に
参加すると深い意味でロータリークラブが理解できます。費用や、時間などの問題で参加できる人
に限りがありますが、世界を知り見分を深め大きな意味での RC の理解をしていく事。また計画し
た事業は、3 分の４でやり遂げるようにする。3 月で完成をめざすと後の報告などもあり余裕をもっ
て行う事ができる。目標を高くもって沢山の活動に意欲を持ち行う事などをお教えいただきました。
東海クラブを除く大府クラブ、東知多クラブは会員増強が優先課題です。日々のロータリー活動を
有意義なものにしていくことを再度ガバナーとともに誓った楽しい日でした。

開 催 日 	 2013年8月27日（火）	 報 告 者 	 名古屋錦RC
参加クラブ 	 名古屋錦RC（ホスト）・名古屋葵RC・名古屋北RC・名古屋名北RC・名古屋守山RC

　８月 27 日（火）に田中正規ガバナーと榊原勝俊地区幹事をお迎えして、名古屋北ＲＣ、名古屋
守山ＲＣ、名古屋名北ＲＣ、名古屋葵ＲＣ、名古屋アイリスＲＣと名古屋錦ＲＣで、ガバナー公式
訪問・６ＲＣ合同例会を開催しました。また、名古屋アイリスＲＣの皆様におかれましては、クラ
ブ創立を心よりお祝い申し上げます。
　例会前に開催された会長幹事懇談会では、田中ガバナーのお話の後、各クラブの現状と本年度の
方針について、各会長から熱のこもった報告がありました。田中ガバナーからは、１年間を４半期
に分けて、第３四半期までにプログラムの内容を達成して欲しい等のお話をされ、非常に厳しいな
がらも大変参考となる沢山のご教示をいただきました。また、田中ガバナーは、自身のご意見を一
方的にお話になるのではなく、各クラブの様々な意見に耳を傾けようとされたため、各クラブより
自由闊達な意見が続出し、時間が足らなくなる程の白熱した議論が交わされた懇談会となりました。
　例会では、田中ガバナーがパワーポイントを使って今年度の
ガバナー方針並びに国際ロータリーのテーマについて分かり易
く説明されました。当クラブとしましても、「磨いて　輝こう」
のガバナー方針の下、会員の意識向上に努めるとともに、新た
なメンバーの開拓に注力して行きたいと考えております。また、
シドニーでの国際大会にはできるだけ沢山の参加者を募り、ガ
バナーナイトに参加させていただきたいと思っております。
　今回のご来訪にお礼を申し上げますとともに、ご報告とさせ
ていただきます。
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ガバナー公式訪問 ❸

開 催 日 	 2013年8月28日（水）	 報 告 者 	 稲沢RC幹事　永井 伸治
参加クラブ 	 稲沢 RC（ホスト）・名古屋清須 RC・尾張中央 RC

　RI 第 2760 地区ガバナー　田中正規様、地区
幹事　榊原勝俊様のお二人をお招きし、名古屋
清須ロータリークラブ、尾張中央ロータリークラ
ブ、稲沢ロータリークラブの 3クラブ合同でのガ
バナー公式訪問例会を稲沢ロータリークラブの
例会場である尾張大國霊神社（國府宮）にて開
催しました。
　田中ガバナー、榊原地区幹事には、尾張総社
である國府宮にお越しいただくという折角の機会
でしたので、まず 11 時より尾張大國霊神社拝殿
に昇殿していただき、RI 第 2760 地区と各クラブ
の益々の繁栄を祈念し、正式参拝をしていただきました。田中正規ガバナーに続き、3クラブの会長も揃っ
て玉串奉奠をしていただきました。田中ガバナーは、「霊験灼かで、背筋も気持ちもすっきりと伸びたように
感じました。本日のホストクラブである稲沢ロータリークラブが、このような場所で例会を開催されている
ことを羨ましく思います。」と述べてくださり、ホストを努めた稲沢ロータリークラブ会員として誇らしく思い
ました。その後、貴賓室にて 3クラブ会長・幹事会を執り行い、田中ガバナーからのご指導を仰ぎ、更に、
例会では RI 会長ロン・D・バートン氏の情報を伝えていただきました。ユーモアを交えた卓話を拝聴でき、
田中ガバナーのお優しいお人柄に触れることのできた貴重な時間でした。
　そして、例会終了後には、國府宮拝殿前にてクラブ毎に田中ガバナー、榊原地区幹事を囲んでの記念撮
影をして散会しました。
　お越しいただきました全ての皆様方にご神徳がありますことをお祈りいたします。ありがとうございました。

開 催 日 	 2013年8月30日（金）	 報 告 者 	 新城RC幹事　浅野 強
参加クラブ 	 新城RC（ホスト）・奥三河RC

　残暑厳しい中、田中ガバナー、榊原地区
幹事をお迎えして、奥三河 RC、新城 RC（ホ
スト）合同例会を開催させていただきまし
た。例会前の会長・幹事懇談会は、田中ガ
バナーの誠実な人柄が伺えるご挨拶から始
まり、各クラブの現状と本年度方針につい
て各会長より報告が行われ、その都度田中ガバナーより適切なアドバイスや温かいお言葉を頂戴す
るなど、終始和やかな雰囲気の中、短い時間でしたが、非常に内容の濃い懇談会でした。
　新城 RC が通常執り行う例会場での開催でしたが、多数のメンバー参加の中、ガバナー公式訪
問と奥三河 RC との合同例会開催ということで、例会場も華やかな雰囲気に包まれておりました。
拍手喝采の中、田中ガバナーの入場で合同例会が始まり、今年度国際ロータリーのテーマである
｢Engage Rotary Change Lives｣、実践の年であり、是非行動を起こして頂きたいという田中ガバナー
の思いの中、ロータリーの歴史から紐解き、わかりやすくお話をいただきました。また、ロータリー
クラブの存在理由についても触れられ、大いに刺激を受けました。本年度の活動も始まったばかり
ですので、ガバナー方針である「磨いて　輝こう」を基に新城 RC らしい事業を進め、新城 RC の
存在価値を高めて参る所存です。
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ガバナー公式訪問 ❹

開 催 日 	 2013年9月3日（火）	 報 告 者 	 名古屋RC会長　大原 康之
参加クラブ 	 名古屋 RC

　9 月 3 日、田中ガバナー、榊原地区幹事をお迎えして懇談会並びに例会を開催しました。
　懇談会の場では、田中ガバナーのロータリー活動に対する熱意あるお考えや、田中ガバナーが
RI 方針の１つである「公共イメージと認知度の向上」の具体的活動の一環として、協賛するチャ
リティーイベント『ワールドフード・ふれ愛フェスタ』に地区で協賛を決められたお考えを伺いま
した。また、本年度の名古屋ロータリークラブ各委員会の活動内容を報告し、助言をいただきました。
　例会の卓話では今年度の RI 戦略である重点項目、強調事項を踏まえて 2760 地区の重要項目と
して①会員の意識向上　②クラブのパワーアップ　③地区改革　④会員増強　を掲げた田中ガバ
ナーのお考えを分かり易
い資料で説明いただき、
大変充実した例会となり
ました。ありがとうござ
いました。

開 催 日 	 2013年9月4日（水）	 報 告 者 	 名古屋東南RC会長　玉木 大介
参加クラブ 	 名古屋東南RC（ホスト）・名古屋瑞穂RC・名古屋南RC・名古屋名南RC

　去る 9 月 4 日、名古屋南 RC、名古屋瑞穂 RC、名古屋名南 RC、名古
屋東南 RC との 4RC 合同例会において、田中ガバナーの公式訪問が実
施されました。
　例会に先立ち、ガバナー、地区幹事をお迎えし、会長、幹事懇談会を
行い、ロータリーに対する情熱あふれるご指導をいただき、またガバナー
のお人柄に触れることができ、感銘を受けました。
　例会はロータリーの歴史から地区方針まで多岐に渡る卓話を賜り、大
変有意義でありました。感謝申し上げます。
　まだまだこれから多忙
な毎日を過ごされる事と
思いますので、健康にご
留意され、ご健闘をお祈
りいたします。
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ガバナー公式訪問 ❺

開 催 日 	 2013年9月5日（木）	 報 告 者 	 一宮RC幹事　青山 佳裕
参加クラブ 	 一宮 RC（ホスト）・尾西 RC

　9 月５日、田中正規ガバナーと榊原勝俊地
区幹事のお二人に来訪頂き一宮ロータリー
クラブと尾西ロータリークラブの合同例会が
開催された。例会前の会長幹事懇談会では私
共２クラブの会員数、活動状況などをご報告
した後、ガバナーから今年度の２７６０地区の重点活動項目、特に和合ロータリークラブが主催さ
れる “ ワールド・フード・フェスタ ” において対外的にロータリークラブの活動の中のポリオ撲滅
運動をＰＲしたい旨のお話があり２７６０地区全クラブからの協力 , 協賛をしてほしい旨の依頼が
あった。その他会員増強の観点から現在入会について一定の規約を設けている職業分類を見直そう
とする動きもあるとのお話があった。
　例会卓話では今年２月に米国サンデエゴの国際協議会にガバナーエレクトとして参加され、ロー
タリークラブがその地区のみならず世界の発展に寄与しているとの強い思いを持たれたとのお話が
あった。またポールハリス氏がロータリークラブを創立された当時のメンバーや建物等の珍しい写
真が供覧され、ロータリークラブのブランド強化、公共イメージの向上のためには中核となる我々
の価値観を強調していく事の重要性、若いリーダーを育てていく重要性など我々ロータリーメン
バーにとって多くの示唆に富んだお話をいただいた。

開 催 日 	 2013年9月9日（月）	 報 告 者 	 名古屋中RC幹事　坪井 進悟
参加クラブ 	 名古屋中RC（ホスト）・名古屋大須RC・名古屋栄RC

　事前懇談会は、９月９日 ( 月 ) 例会前の午前 11 時 20 分から 12 時 25 分で和気藹々の中にも整然
と行なわれ、冒頭田中ガバナーよりシカゴでの規定審議会での変更点をはじめガバナー方針に基き
ご挨拶を頂きました。その後各クラブ会長・幹事より本年度の計画が発表され、田中ガバナー・榊
原地区幹事よりご指導を戴きました。
　例会における田中ガバナーの卓話は、今年度の R.I. 会長ロン D. バートンさんの紹介とテーマ

「ENGAGE ROTARY　CHANGE LIVES」から、日本語で「ロータリーを実践し、みんなに豊かな
人生を」と訳され、田中ガバナーは「ロータリーに積極的に参加し、自分と周りを磨き上げ、輝か
しい人生に変えていこう」と話されました。
　続いて田中ガバナーから、R.I. 会長の R.I. の戦略計画、財団の未来の夢計画から重点項目として、

「クラブのサポート強化」「人道的奉仕の重点化と増加」「公共イメージと認知度の向上」の３点に
ついて判りやすく話されました。
　さらにブランドの強化について、ロータリーとは何であるか、何をしている団体かをロータリア
ン以外の人にも伝え、活動と目標を多くの人々に伝える方法を改善すること。ロータリーのルーツ
を伝え、ロータリーのユニークさを伝え、ロータリーのメッセージを伝えること。それがロータリ
アンやクラブの意欲を高めるようになると話されました。
　最後に、地区の重点項目について、「会員
意識の向上」「クラブのパワーアップ」「地区
の改革」「会員増強」を挙げられ卓話を終了
されました。改めて今年度のロータリー活動
を確認、認識出来た充実した例会でした。
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ガバナー公式訪問 ❻／文庫通信

開 催 日 	 2013年9月10日（火）	 報 告 者 	 豊橋北RC会長　谷山 勉
参加クラブ 	 豊橋北 RC（ホスト）・豊川 RC・豊川宝飯 RC

　本日、田中正規ガバナー、榊原勝俊地
区幹事をお迎えし、豊川 RC・豊川宝飯
RC・豊橋北 RC、3 クラブ合同のガバナー
公式訪問例会を行いました。例会開始前
に、ガバナーとクラブ会長・幹事懇談会が
あり、田中ガバナーからは、RI 規約変更
の件、ロータリーの友がウェブ配信される
件等のお話をいただき、各クラブとコンセンサスを取るためにも、ガバナー月信はぜひ読んでいただき
たい旨の依頼がありました。3 クラブの会長から、ガバナーにクラブの方針、活動状況等のやり取りが、
和やかな雰囲気のなかで行われ、田中ガバナーの気さくで、温厚な、お人柄がうかがえました。
　場を、例会場に移し、120 名を超える会員でガバナー、地区幹事をお迎えし、3 クラブの会長が、訪
問歓迎、クラブの活動方針・状況について報告しました。例会での、田中ガバナーは、会員を前に、
RIの源流について、威風堂々と、わかりやすく語っていただきました。勉強熱心なガバナーの教えに、我々
は、得るところ、学ぶところ大でした。
　ロン・バートン RI 会長の「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」、田中正規ガバナーの「磨
いて　輝こう」、とても意味深い言葉だと思います。ロータリアンとして、磨かれた奉仕をし、自身が輝き、
豊かな人生となるよう、自らも、さらに磨きをかけます。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50 周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 3 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、
電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホー
ムページで PDF もご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

〒 105-0011 東京都港区芝公園 2 丁目 6 番 15 号 黒龍芝公園ビル 3 階　
TEL 03-3433-6456　FAX 03-3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp/
開館＝午前 10 時〜午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

ロータリー文庫312号

文庫通信

「講演」より
◎「日本人が知るべき、日本人の精神 ･ 美しさ・誇りとは…」　竹田恒泰　2013　6p（D.2600 地区大会報告書）
◎「チーム力」　柿本倫明　2013　5p（D.2600 中信第二グループ IM 報告書）
◎「" 超 " ものづくりへの挑戦－これからの 100 年をデザインする」　奥山清行　2012　27p（D.2550 地区大会記念誌）
◎「動物と人　共に生きる」　伊藤年一　2012　7p（D.2750 インターアクト年次大会報告書）
◎「思いやりの気持ちが平和をつくる」　紺野美沙子　2013　2p（D.2760 地区大会記録誌）
◎「進化する X 線技術と社会へのインパクト」　村松康司　2013　2p（D.2680 西播第 2 グループ IMReport）
◎「私の登った外国の山々」　渡辺玉枝　2013　4p（米山梅吉記念館館報 21 号）
◎「『荒城の月』原曲」　岡村健　2012　4p　（福岡南 R.C. 会報）
◎「『故郷：ふるさと』～柳の下のどじょう？」　岡村健　2012　6p（福岡南 R.C. 会報）

［上記申込先：ロータリー文庫］

ガバナー・地区幹事と 3 クラブ会長・
幹事懇談会

田中ガバナー・榊原地区幹事を囲んで
（例会場にて）
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シドニー国際大会のお知らせ

2014年RI国際大会に田中ガバナーと一緒に出席しよう！
日時：2014 年 6 月 1 日〜 4 日　場所：オーストラリア シドニーにて

参加しよう！

ロータリー・ファミリーの皆さま

こんにちは。2014年の第105回ロータリー国際大会は、2014年６月１～４日、オーストラリア
のシドニーで開催されます。皆さまとシドニーでお会いし、「ロータリーを実践し みんなに豊
かな人生を」の2013-14年度テーマを実現できることを心から願っております。

国際都市のシドニーは、東西を結ぶ一つの拠点と言えるでしょう。街中ではシドニー・オペラ
ハウスやハーバーブリッジの壮観な建造物を楽しみ、都市部から足を延ばすと光あふれるビ
ーチやブルーマウンテンの大自然を満喫することができます。ワインの産地、ハンター・バレ
ーを訪れるのもよいでしょう。大会前の３日間と、大会後の１日間は、ニューサウスウェールズ
州政府から提供される無料の公共交通機関サービスを利用して、さまざまな場所を訪れるこ
とができます。オーストラリア国内には、グレート・バリア・リーフ、グレート・オーシャン・ロー
ド、キャンベラ、メルボルン、ブリズベン、ゴールド・コースト、アデレード、パースなどの素晴らし
い観光地がたくさんあり、お好みに合わせて素敵な旅をご計画ください。

ロータリーだからこそ得られる楽しみや親睦、貴重なプログラム、世界レベルのエンターテイ
メントと郷土料理、そしてオーストラリアの大自然を体験するためにも、ぜひ国際大会にご登
録ください。「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」のテーマを通じて、一緒に最高
の時を楽しみましょう。

ロン・バートン
2013-14年度RI会長

写真提供：Mark Wallace, Rotary Down Under

参加しよう！

ロータリー・ファミリーの皆さま

こんにちは。2014年の第105回ロータリー国際大会は、2014年６月１～４日、オーストラリア
のシドニーで開催されます。皆さまとシドニーでお会いし、「ロータリーを実践し みんなに豊
かな人生を」の2013-14年度テーマを実現できることを心から願っております。

国際都市のシドニーは、東西を結ぶ一つの拠点と言えるでしょう。街中ではシドニー・オペラ
ハウスやハーバーブリッジの壮観な建造物を楽しみ、都市部から足を延ばすと光あふれるビ
ーチやブルーマウンテンの大自然を満喫することができます。ワインの産地、ハンター・バレ
ーを訪れるのもよいでしょう。大会前の３日間と、大会後の１日間は、ニューサウスウェールズ
州政府から提供される無料の公共交通機関サービスを利用して、さまざまな場所を訪れるこ
とができます。オーストラリア国内には、グレート・バリア・リーフ、グレート・オーシャン・ロー
ド、キャンベラ、メルボルン、ブリズベン、ゴールド・コースト、アデレード、パースなどの素晴らし
い観光地がたくさんあり、お好みに合わせて素敵な旅をご計画ください。

ロータリーだからこそ得られる楽しみや親睦、貴重なプログラム、世界レベルのエンターテイ
メントと郷土料理、そしてオーストラリアの大自然を体験するためにも、ぜひ国際大会にご登
録ください。「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」のテーマを通じて、一緒に最高
の時を楽しみましょう。

ロン・バートン
2013-14年度RI会長

写真提供：Mark Wallace, Rotary Down Under

第 2760 地区　田中ガバナーを囲む夕食会のご案内

◆日時：２０１４年６月１日（日）
　　　　１９：００　集合・受付
　　　　　　　　　　記念写真撮影
　　　　１９：３０　ガバナーを囲む夕食会（着座・定席）
　　　　２２：００　閉会
◆場　所：ヒルトン　シドニー（HILTON SYDNEY）
　　　　　488　GEORGE STREET, SYDNEY NSW 2000, AUSTRALIA
　　　　　TEL:（０２）９２６６２０００
　　　　　※会場詳細は後日ご連絡申し上げます
◆登録料：１２，０００円
◆締切り：２０１３年１１月末日

※登録の方法については、ガバナー事務所までお問い合わせください。
　TEL 0563-53-2761　FAX 0563-77-3658　E-mail governor13-14@rotary2760.org
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地区大会のお知らせ

2013 〜 2014 年度　国際ロータリー第 2760 地区

地区大会のご案内
●日　程　�大会第１日目／2013年 11月23日（土）　　15：30開会�

大会第２日目／2013年 11月24日（日）　　12：45開会
●会　場　�ウェスティンナゴヤキャッスル�

〒 451-8551　愛知県名古屋市西区樋の口町 3 番 19 号　　TEL（052）521-2121

●登録料　��〈本会議〉　　　会員12,000円	 ご家族　6,000円�
〈RI 会長代理ご夫婦歓迎晩餐会〉	 会員　18,000円

第1日目　2013年11月23日［土］
13:00	 地区指導者育成セミナー
14:00	 地区諮問委員会

15:00	 本会議登録受付
15:30	 本会議第1日目開会
	 点鐘
	 国歌「君が代」
	 ロータリーソング「我等の生業」
	 開会のことば
	 RI 会長代理ご夫妻紹介
	 特別出席者紹介
	 出席クラブ紹介
	 主催者挨拶
	 RI 会長代理挨拶
	 大会議事
	 報告事項
17:15	 閉会・点鐘
17:30	 RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会受付
17:45	 オープニング
	 開会のことば
	 乾杯
	 会食・歓談
20:00	 閉会

第2日目　2013年11月24日［日］
10:30	 本会議登録受付
11:00	 RI 会長代理主催顕彰昼食会
12:45	 本会議第2日目開会
	 点鐘
	 国家「君が代」
	 ロータリーソング「奉仕の理想」
	 開会のことば
	 RI 会長代理ご夫妻紹介
	 特別出席者紹介
	 出席クラブ紹介
	 物故会員黙祷
	 主催者挨拶並びに現況報告
	 RI会長代理メッセージ並びに現況報告
	 記念事業発表・目録贈呈
	 来賓祝辞
	 感謝状及び記念品贈呈・表彰
	 大会決議報告
	 委員会報告
	 ガバナーエレクト紹介
	 ガバナーエレクト挨拶
	 ガバナーノミニー紹介
	 次年度地区大会ホストクラブ紹介
	 次年度地区大会ホストクラブ代表挨拶

15:45	 記念講演
	 「グローバル時代の企業経営」
	 講師：張 富士夫氏
	 （トヨタ自動車㈱ 名誉会長）
	 謝辞
	 RI 会長代理講評
17:30	 閉会・点鐘

大会プログラム

ファミリープログラム

11 月 24 日
（9:30 ～ 14:30）
徳川美術館 観賞

国際ロータリー第2760地区　2013-2014 年度　地区大会事務局
ホストクラブ　名古屋昭和ロータリークラブ　〒460-0008　名古屋市中区栄四丁目６番５号　丸越ビル 6F

［2013-2014 年度 地区大会事務局］	 TEL（052）241-7050　E-mail nagoya-showarc2013@seagreen.ocn.ne.jp
［名古屋昭和ロータリークラブ事務局］	 TEL（052）241-7522　FAX（052）241-7521　E-mail nagoya-showarc1992@biscuit.ocn.ne.jp
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国際ロータリーからのお知らせ

み ん な に
紹介しよう ロータリーの活性化

ロータリーを生き生きと表現するための新しいツール

「ロータリーとは何か」。この質問を 10 人のロータリアンに投げ
かけると、皆少し迷った後で、10 通りの答えが返ってくる・・・。
過去 2 年間に世界中で行われたフォーカスグループから、こんな
声が挙がりました。クラブのホームページを見ても、同一団体の
クラブのものとは思えないほど、多種多様です。

ウェブサイトのデザインやメッセージに一貫性がなければ、一般
の人がロータリーとは何なのか理解できなかったとしても、無理
はありません。フォーカスグループでも、ロータリーをよく知ら
ない人がほとんどで、ロータリーの活動実績についても一般に認
識が不十分であることが分かりました。

そこで、ロータリーのアイデンティティをより明確にし、ロータ
リー独自の強みは何なのかを調べる取り組みが始まりました。ま
ず分かったのは、「ロータリアンは地元地域との絆を大切にして
いる」ということです。ロータリーでは、リーダーのネットワー
クに加わり、情報や意見を分かちあい、仲間とともに地元地域の
ために行動することができる。このシンプルなメッセージが効果
的に伝えられれば、入会者が増えるばかりでなく、既存会員の参
加への熱意も高まるはずです。

デザインやメッセージに統一感を与えるために、ロータリーでは、
新しいデザインや「ボイス」（表現のトーンやスタイル）を取り
入れる試みを開始しました（既に本ニュースレターとロータリー
の新しいウェブサイトに反映されています）。

新しいロゴ、フォント、色の使用に関するガイドラインをクラブ
や地区のホームページや印刷物のデザインに適用すれば、ロータ
リー全体でデザインに一貫性がもたらされるでしょう。今後、ク
ラブや地区のホームページやソーシャルメディア用に、ダウン
ロード可能なロゴや視覚的素材がロータリーのウェブサイトに掲
載される予定です。
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加納パストガバナーを偲んで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2760地区　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013―14年度ガバナー　田中 正規

　国際ロータリー第2760地区を代表してパストガバナー、医療法人知泉会加納病院理事長故加納泉
先生に慎んでお別れのご挨拶を申し上げます。
　９月18日午前８時、先生ご逝去の一報を受け取りました。あまりの突然さに驚いて、しばらく声も
出ませんでした。誠に痛恨の極みです。３年前から手術でお声が出なくなられ、御不自由をされてい
ましたが、その他はお元気で、ロータリークラブの例会、地区諮問委員会、７月の米山奨学委員会にも
お元気で出席され、筆談でいろいろご指導いただきました。その後、肺炎にて名城病院に入院されて
おられましたが、良くなってすぐ戻られるとお聞きしていました。
　先生は昭和27年名古屋大学医学部を卒業され、その後名古屋大学文部教官となられ、医学博士とな
り昭和39年講師になられました。昭和41年医療法人知泉会加納病院院長となられ、平成６年には愛
知県産婦人科医会会長を勤められました。
　ロータリーは昭和45年1月5日名古屋中ロータリークラブに入会され、昭和57年会長に就任されま
した。平成元年には名古屋第一分区代理、平成３年にガバナーを勤められました。ガバナーを終わっ
た後も地区カウンセラーとして、一生懸命働かれ、貢献されました。先生の真摯な態度にはまったく
頭が下がるばかりです。ロータリーをこよなく愛し、「ロータリーは各クラブが基本だよ」「貴方はロー
タリーのことを家族に話していますか？」「ロータリアンにとって最も大切なのは、家族です。次に職
業です。その次にロータリーを趣味などの前にしましょう。」と常々言われていました。
　しかし、もう先生からのメッセージはありません。尊敬するロータリアンとして同業の先輩として、
人生の先輩として、先生に少しでも追いつくように私たちは頑張る所存であります。医療法人知泉会
加納病院はもうすでにご長男の加納武雄先生が立派な産婦人科医としてご活躍されています。
　どうぞ先生安らかにお眠りください。
　ここにご生前の御遺徳と御功績をしのび哀悼の誠をささげて深くご冥福をお祈りします。
　残されたご家族様にとこしえの幸あらんことを祈ってやみません。
　　　平成25年9月21日

［生年月日］	 1928年（昭和３年）４月23日生
［所属クラブ］	 名古屋中ロータリークラブ
［職業分類］	 産婦人科
［勤務先名］	 加納産婦人科
［役　　職］	 理事長	
［経　　歴］	 1945年（昭和20年）	 愛知県第一中学校卒業
	 1948年（昭和23年）	 第八高等学校卒業
	 1952年（昭和27年）	 名古屋大学医学部卒業
	 1956年（昭和31年）	 名古屋大学医学部文部教官
	 1957年（昭和32年）	 医学博士
	 1964年（昭和39年）	 名古屋大学医学部講師
	 1966年（昭和41年）	 医療法人知泉会加納病院院長
	 1982年（昭和57年）	 愛知県産婦人科医会理事
	 1990年（平成２年）	 日本産科婦人科学会功労会員
	 1991年（平成３年）	 医療法人知泉会加納病院理事長
	 1993年（平成５年）	 日本母性保護医協会理事
	 1994年（平成６年）	 愛知県産婦人科医会々長

［ロータリー歴］	 1970年（昭和45年）１月５日 入会
	 1982〜83年　クラブ会長（第14代）
	
	 地区
	 1989〜90年　名古屋第一分区代理
	 1990〜91年　ガバナーノミニー
	 1991〜92年　ガバナー
	 1992〜	 諮問委員会
	 1999〜	 米山奨学委員会カウンセラー

	 ポールハリスフェロー
	 米山功労者
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よ も や ま 話
［第2760地区広報委員会］
委員長：	尾本 和弘（名古屋東南）　副委員長：佐久間 武美（雑誌）（豊橋北）　池森 由幸（Web）（名古屋千種）　田中 粋人（管理）（豊川）

委　員：	岡田 邦義（岡崎）　 堀尾 明史（尾張中央）　堀田 力男（津島）　 松崎 美都子（名古屋守山）　城野 八代江（名古屋名駅） 
	 志水 ひろみ（春日井）　坂野　弘（岡崎東）　糸井　学（名古屋みなと）　杉浦 令淑（名古屋大須）　 平野 好道（名古屋瑞穂）

　2013 年 11 月 2 〜 4 日に「ワールドフード・ふれ愛フェスタ（略称：
WFF）」が開催されます。地区ガバナー事務所から皆さまのクラブに協
力要請があったことと思います。これは、和合ロータリークラブが中心
に企画されたフェスティバルです。国際ロータリーで推奨されている、
ロータリー活動の公共イメージ促進事業の一環で、既に海外で実施され
ている企画の一種です。
　昨年、田原パシフィック・ロータリークラブが復興支援事業として「大
船渡市さんまフェス in 田原」と題した「大船渡直送さんまの焼きたて
を食べて元気になろう！」という企画を行いました。これも、広くロー
タリー活動を知らしめる大変良い企画でありましたので、マスコミ各社
がその活動を取り上げて報道してくださいました。
　今回の WFF は、和合ロータリークラブの福田哲三会員がカナダで開
催された、Canada Etobicoke R.C.(7070 地区 ) の「リブフェスタ」に触
発されて企画された素晴らしい社会奉仕活動であり、同時に、ロータ
リーに対しての一般市民の認識と理解を深める強力な広報活動でもあり
ます。田中ガバナーの肝いりもあって、当 2760 地区を上げての事業に
発展した画期的な企画です。
　地区事業として行うことによって、国際ロータリーから広報補助金の
申請を行うことができる推奨事業ですが、それ故に事業規模が大きく、
多方面との調整があって、なかなか実現に漕ぎ着けるのは至難の業です。
そこを今回は、福田哲三会員（和合ロータリー）が実行委員長として辣
腕を振るい、和合ロータリーのメンバーが一丸となって企画・運営をさ
れ、実現に漕ぎ着けた経緯があります。この企画に、地区青少年奉仕委
員会、地区ローターアクト委員会、地区インターアクト委員会、地区青
少年交換委員会、米山奨学委員会、そして地区広報委員会も加わり、正
に 2760 地区を上げての企画に成長しました。当日は、交換留学生、米山奨学生、インターアクト、ローター
アクトの面々もお手伝い下さることになっています。このイベントでの収益金や当日会場で寄せられた寄付
金は地区の奉仕事業資金に充てられることになっています。地区内ロータリークラブの会員諸氏におかれま
しては、是非、当日会場にお越し下さってこのイベントの雰囲気を味わって下さい。そして、これを参考に
されて、次の企画を各々胸に描かれて次年度以降に計画されることを念じて止みません。さぁ、皆さん、ま
ずは参加してみて下さい！

の
広　報
委員会 No.15
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会員数及び出席報告（平成25年8月末）

クラブ名
会員数 会員数 会員数 当月

女性
入会 退会 例

会
数

8月
出席率2013 年

7月１日
2013 年
7/1 女性

2013 年
8月末日 8 月 累計 8月 累計

南
尾
張
分
区

半田 61 3 64 3 0 3 0 0 4 97.82%
常滑 40 0 41 0 0 1 0 0 4 97.31%
東海 47 1 52 1 0 5 0 0 3 96.79%
東知多 20 1 20 1 0 0 0 0 4 75.56%
半田南 37 1 37 1 0 0 0 0 3 98.15%
知多 28 2 28 3 0 1 0 1 3 92.50%
大府 18 1 18 1 0 0 0 0 4 74.27%
7RC 251 9 260 10 0 10 0 1 90.34%

西
尾
張
分
区

一宮 86 1 90 1 1 4 0 0 4 98.05%
津島 67 4 67 4 0 0 0 0 4 97.59%
尾西 21 1 21 1 0 0 0 0 3 92.06%
一宮北 40 2 40 2 0 0 0 0 4 93.48%
稲沢 56 0 56 0 0 0 0 0 3 90.66%
あま 79 2 80 2 0 1 0 0 3 100.00%
名古屋清須 27 0 29 1 0 3 1 1 4 89.05%
尾張中央 33 0 33 0 0 0 0 0 3 92.46%
一宮中央 42 7 43 7 1 1 0 0 3 94.50%
9RC 451 17 459 18 2 9 1 1 94.21%

東
尾
張
分
区

瀬戸 62 5 62 5 0 0 0 0 3 96.17%
犬山 59 1 60 1 0 1 0 0 3 100.00%
江南 48 1 48 1 0 0 0 0 4 95.45%
小牧 25 1 28 1 0 3 0 0 3 87.83%
春日井 51 2 54 2 0 3 0 0 4 96.70%
尾張旭 25 1 27 1 1 2 0 0 4 97.15%
名古屋空港 53 1 54 1 0 1 0 0 3 100.00%
瀬戸北 70 8 70 8 0 0 0 0 3 100.00%
岩倉 16 1 16 1 0 0 0 0 3 93.75%
名古屋城北 31 4 33 4 0 2 0 0 3 92.29%
愛知長久手 20 5 21 5 0 1 0 0 3 93.65%
11RC 460 30 473 30 1 13 0 0 95.73%

西
名
古
屋
分
区

名古屋 185 0 190 0 1 6 1 1 3 92.26%
名古屋西 92 0 96 0 1 4 0 0 4 90.96%
名古屋南 117 0 118 0 0 1 0 0 3 95.71%
名古屋みなと 68 0 68 0 0 0 0 0 4 100.00%
名古屋東南 81 7 86 7 0 5 0 0 3 86.49%
名古屋中 133 0 133 0 0 1 1 1 3 97.49%
名古屋瑞穂 64 0 63 0 0 0 0 1 4 93.41%
名古屋大須 62 7 64 7 2 2 0 0 5 89.35%
名古屋栄 78 0 82 0 1 4 0 0 3 92.35%
名古屋名南 55 7 56 7 0 1 0 0 3 93.84%
名古屋名駅 80 6 86 6 3 6 0 0 3 98.36%
名古屋丸の内 41 4 42 4 0 1 0 0 4 94.77%
中部名古屋みらい 24 7 24 7 0 0 0 0 3 51.39%
13RC 1,080 38 1,108 38 8 31 2 3 90.49%

クラブ名
会員数 会員数 会員数 当月

女性
入会 退会 例

会
数

8月
出席率2013 年

7月１日
2013 年
7/1 女性

2013 年
8月末日 8 月 累計 8月 累計

東
名
古
屋
分
区

名古屋北 91 0 91 0 0 0 0 0 4 97.29%
名古屋東 83 0 86 0 0 3 0 0 3 91.76%
名古屋守山 49 2 49 2 0 0 0 0 3 80.01%
名古屋和合 103 0 103 0 0 0 0 0 3 85.79%
名古屋名東 61 8 62 8 1 1 0 0 3 93.84%
名古屋名北 37 4 37 4 0 0 0 0 3 100.00%
名古屋千種 36 2 39 3 1 3 0 0 3 96.96%
名古屋昭和 51 1 54 1 1 3 0 0 3 95.57%
名古屋錦 33 10 33 10 0 0 0 0 3 87.62%
名古屋東山 33 4 33 4 0 0 0 0 3 92.71%
名古屋葵 20 0 20 0 0 1 0 1 4 68.75%
名古屋アイリス 33 12 33 12 0 0 0 0 3 81.82%
12RC 630 43 640 44 3 11 0 1 89.34%

東
三
河
分
区

豊橋 118 3 119 3 1 1 0 0 4 92.23%
蒲郡 57 0 60 0 0 3 0 0 4 91.03%
豊橋北 77 4 79 4 0 2 0 0 3 94.96%
豊川 71 1 72 1 1 1 0 0 3 97.06%
田原 45 1 46 1 0 2 0 1 4 89.01%
豊橋南 58 0 57 0 0 0 1 1 3 94.01%
新城 44 1 44 1 0 0 0 0 4 81.74%
渥美 32 0 33 0 0 1 0 0 3 87.50%
奥三河 15 3 15 3 0 0 0 0 3 92.86%
豊川宝飯 57 3 57 3 0 0 0 0 3 91.78%
豊橋ゴールデン 63 1 66 2 3 3 0 0 4 95.23%
田原パシフィック 49 2 50 2 0 1 0 0 3 95.33%
豊橋東 43 0 43 0 0 0 0 0 4 100.00%
13RC 729 19 741 20 5 14 1 2 92.52%

西
三
河
中
分
区

岡崎 81 3 83 3 2 2 0 0 3 100.00%
豊田 85 0 88 0 1 3 0 0 4 98.82%
岡崎南 95 2 96 2 0 1 0 0 4 97.70%
豊田西 96 1 97 1 1 1 0 0 3 97.34%
岡崎東 60 0 61 0 0 1 0 0 4 97.36%
豊田東 73 0 76 0 2 3 0 0 3 94.91%
岡崎城南 72 0 73 0 0 1 0 0 3 97.45%
豊田三好 21 0 21 0 0 0 0 0 3 89.38%
豊田中 42 6 43 6 1 1 0 0 4 98.13%
9RC 625 12 638 12 7 13 0 0 96.79%

西
三
河
分
区

刈谷 95 4 98 4 3 3 0 0 3 100.00%
安城 58 4 59 4 0 1 0 0 4 93.91%
西尾 75 2 75 2 0 0 0 0 3 95.31%
碧南 63 3 66 3 0 3 0 0 3 83.68%
西尾一色 29 0 28 0 0 0 1 1 4 81.15%
高浜 34 2 34 2 0 0 0 0 3 100.00%
知立 61 0 62 0 0 1 0 0 3 100.00%
西尾ＫＩＲＡＲＡ 58 1 58 1 0 0 0 0 4 96.74%
三河安城 63 6 64 6 0 1 0 0 3 92.59%
9RC 536 22 544 22 3 9 1 1 93.71%

クラブ 平均
平均出席率 83 92.89%

地区内クラブ数　８３ＲＣ
2013 年 7月 1日会員数 4,762 名　　内女性 190 名 増加会員数（累計） 110 名
8月末会員数 4,863 名　　内女性 194 名 減少会員数（累計） 9名
当月平均出席率 92.89% 差引純増会員数（累計） 101 名

8月
入会 退会 純増
29名 5名 24 名
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　現在の一色町一色の地は、永禄年
間（1558 〜1569）には既に開拓され
民の生活が営まれていたが、土地
の鎮守がないため村人が相談の
上、一祠を設けようということにな
った。そこで徳川氏の重臣鳥居伊
賀守の一族の裔によって信濃国諏
訪大明神の分霊を勧進されたのが
諏訪神社の始まりだという。平常
の諏訪神社は、広い境内に人影も
疎らで、やけに白々と落ち着いたた
たずまいである。それが毎年8月の
祭礼の日には、一転して喧騒の坩
堝と化す。そびえ立つ屋形に張ら
れた大提灯は見る者を圧倒し、闇に浮かぶ幻想的な
絵巻は時間の経つのすら忘れさせる。一体どうして
このような祭が始まったのか、史料をひもといてみよ
う。
　西尾藩の重臣・菅

かん

家に伝わる『西尾史料輯集』によ
れば、こんなふうである。
　大提灯祭の起源は正親町天皇の御宇に溯る。今で
こそ西三河における名邑として商工業栄え又漁業の
盛んなこと県下一、二の称ある所であるが、昔時は三
河湾沿いの淋しい一漁村にすぎなかった。その頃こ
の海辺に夜毎に海魔が現れ、田畑を荒らし、人畜を害
し、その被害頗る夥しかったので、漁夫はこれを恐れ
悲しみ農夫はこれを憂い嘆き、神前に集って魔除の
剣を供え大篝火を焚いて終夜悪魔退散の祈願をこめ
た。それ以来被害全く跡を絶ったので村人は大いに
喜び以降毎年その祈願の日すなわち8月26、27日を
祭日と、大篝火を供えたのであった。現にこの神域近
くの一帯は海魔に所

ゆ か り

縁のある間
ま

浜
はま

（魔浜）という地名

である。その後一色の地も次第に発展し人家も稠蜜
となってきたので従来の大篝火では危険でもあり且
又不便でもあるので大提灯に代えたのである。
　もちろん最初の提灯は現在のような大きなもので
はなかったが何時しか六組（上、中、大宝、宮前、諏訪、
間浜）の各々が互いにその大きさを競い、様々な弊害
が生じたので、安政3（1856）年に時の領主三河国西
尾藩主松平乗全より、提灯の大きさは一丈二尺と定
め、これより大きくしたものは罰するというきついお
達しが下った。しかしこれを守ったのは諏訪組のみ
で、宮前、間浜組に至っては倍する大きさにしてしま
った。そのため間浜組の提灯は7年間吊るすことを禁
じられ、世話人が入牢したことさえあったという。お
祭りの競い合いに領主まで乗り出すのも面白いが、
浜っ子の威勢を感じさせるこのエピソードが何とも
痛快である。

一色の大提灯　《諏訪神社と大提灯》

編 だ集 よ室 り

12 − 13 年度ガバナー月信最終号 91 ページの、「2012 ～ 2013 年度米山功労者（マルチプル）」に
一宮北ＲＣ水野憲司様のお名前が記載漏れでしたので、お詫びして追加致します。お詫びと追加


